
 
■普及啓発事業■ 

１．参加者 

募集人数 応募者数 参加決定数 参加者数 

５０ ４５ ４５ ３５（ 福井５・滋賀１２・奈良４・兵庫４・愛知３・富山４・京都４） 

 

２．事業内容（概要） 
◆ねらい 

・若狭地方の伝統的スローフードを通して食文化についての理解を深めるとともに，漁家の

生活を体験し，交流を図る。 

・地元ならではの食文化の大切さを発進してきながら，他施設との連携を図るとともに合同

事業としての事業展開を想定したプログラムの企画・運営のノウハウを伝達する。 

 

◆期日・期間 

平成２５年４月２０日（土）～２１日（日） １泊２日 

 

◆後援・協力団体 

○後援：福井県教育委員会 小浜市教育委員会 若狭おばま観光協会 福井新聞社 
○協力：田烏区漁家 福井県海浜自然センター 

 

◆参加者分析 

  本年度の本事業参加者は，３５名であった。昨年度までのへしこ作りやなれずし作りの参

加者が１８名，新規１７名の参加があった。 

参加者の多くが大人の家族およびグループでの申し込みであり，家族で休日に体験活動を

しながら，ゆっくりと時間を過ごしたいという思いが伝わってきた。今回も大人の方々のグ

ループ参加が多く，スローフードとしての「へしこ」の関心の高さも見られた。また，参加

者の多くが「へしこ」「なれずし」両教育事業に，継続的に参加しているリピーターが多いの

も特徴である。 

 

◆企画のポイント 

◇プログラム 
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漁家体験シリーズ ～食文化の伝承～ 第１回へしこ作り 

◇「へしこづくり」講師  田烏区漁家  森下 佐彦 氏 



 
■普及啓発事業■ 

○事業の特色 

   この事業の特色は漁家での生活を体験し，若狭地方の伝統的な鯖のへしこ作りを通して，

食文化についての理解を深めることにある。漁家の方に魚料理についての指導を受け，自

分で手間暇かけて料理を作り食する体験をする。そして，自分たちと違う文化に触れると

共に漁家や参加者の交流を図る。また，地元の漁師さんの話を聞き，地域の伝統的な食文

化への一層の理解を深めるようにしている。 

 

○今年度の位置づけ 

   地域の特徴でもある漁家とその食文化を活かした事業として企画・実施してきた。内容

としては鯖のへしこ作りと漁家の方々との交流であった。今年度はまずへしこへの関心を

高めるために，日本全国にあるへしこと同様に作られたものを試食することから始め，若

狭地方からへしこ文化が全国に広がっていったことを理解していただくこととした。その

後、第一日目の午後に，他施設との交流を図り，釣った魚でのへしこ作りへのチャレンジ

することと，鯖街道の宿場を見学することを選択活動として取り入れ，第二日目の本事業

では，定置網で収穫した魚の水あげを見学することで漁家の生活をより身近に感じること

ができる活動を取り入れた。 

食育と健康に関する知識を参加者に理解してもらうために，地元の漁師さんから鯖のへ

しこを食べることで日頃感じておられることやへしこ・なれずしの健康に対する効果など

について講話をしていただく。その後，実際にへしこ作りに挑戦してもらうことで，知識

と体験の融合をはかる。 

 

◆運営のポイント 

  本事業は，地元小浜市田烏区の観光組合・民宿漁家と協力しながら実施している。そのた

め，漁家民宿の代表の方との連絡を密に取った。 

今年度は参加者が分散せずに活動が進められるように、旧の田烏小学校の校舎を利用して

活動することとし、各漁家へは宿泊することのみとした。新たな施設を活用するため、スタ

ッフと参加者，各漁家がうまくコミュニケーションがとれるように，職員・スタッフを適切

に配置した。 

 

◆安全管理のポイント 

・魚をさばく時には，刃物を使うため，十分に注意が必要であることやさばき方のこつなど

を漁師さんからじっくりと教えていただきながら実施するようにした。 

 ・海浜自然センターでの魚釣りの体験では，釣り針が刺さったり海に落ちたり，さらに

は毒をもつ魚などに触ったりしないよう，海浜自然センターの職員の方に魚の学習と

して事前の指導をいれていただいた。また，適切な監視体制がとれるよう海浜自然セ

ンターの職員の方と打合せを密に実施した。 

 

３．アンケート結果 
（１）アンケート 

参加者（子ども） ４ ３ ２ １ 

事業全体をとおしてどうでしたか ７９％ ２１％ ０％ ０％ 

この事業のプログラムはどうでしたか ８８％ １２％ ０％ ０％ 

この事業の運営はどうでしたか １００％ ０％ ０％ ０％ 
                                   ４満足 ３やや満足 ２やや不満 １不満 
 

参加者（大人） ４ ３ ２ １ 

事業全体をとおしてどうでしたか ７３％ ２７％ ０％ ０％ 

この事業のプログラムはどうでしたか ８４％ １６％ ０％ ０％ 

この事業の運営はどうでしたか ７１％ ２９％ ０％ ０％ 
                                   ４満足 ３やや満足 ２やや不満 １不満 



 
■普及啓発事業■ 

（２）参加者の声 

（子ども） 

 伝統的な食べ物や作り方，魚の捌き方が分かった。 

 （大人） 

他の魚のへしこを食べたり，歴史を知れてよかった。 

   普段できない経験ができてよかった。 

４．成果と課題 
（１）成果 

 ・１つの場所で全員が，普段経験することが少ない鯖のさばきや塩漬けなどへしこ作りとい

う食文化にふれることを通してグループ，ファミリー内での親睦がこれまで以上に図れた。 

 ・へしこ作りのノウハウを知ることで，伝統的な食文化のよさを知ることができた。 

  

 ・今年度も，近隣施設との連携を図り協力しながら事業展開をするねらいもあったので，福

井県海浜自然センターへ協力依頼を行った。その結果，初日の釣り体験が充実し、海につ

いての専門的な知識をより効果的に理解していただくことができた。本事業が今後の他施

設での事業展開の参考事例となり，さらなる連携を図れるとよい。 

（２）課題 

 ・リピーターが多いため，活動にマンネリを抱かれないようにするために，多様な視点から

へしこや漁家文化をとらえることができるプログラムの構成が求められる。  

 ・来年にむけて，近隣施設との連携について，情報交換を行いながら，できるだけ，今年度

の本施設の様々な事業を通して，連携を図っていけると良い。 

 ・天候が悪く，釣り体験ではかなり寒い中での活動となった。時期を考えると，参加者に負

担をかけなくても実施できる代替え案や原案の検討が必要と考える。また、海浜自然セン

ターで肝心の釣った魚のへしこ作りが時間がなくできなかった。もう少し余裕を持たせた

活動計画が必要であった。 

５．活動の様子 
 

 

 

 

 

 

   【講師の話】         【様々なへしこの試食】             【さばのさばき】 

 

 

 

 

 

 

 【海浜自然センターとの連携 

魚についての話】           【魚釣り】                  【漁家での夕食】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【樽小屋の見学】               【へしこの樽付け】           【閉校式：山下次長】 


